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私
達
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
労
働
組
合
は
、

２
月
１
８
日
、
セ
ガ
及
び
Ｓ
Ｌ
Ｓ
へ

２
０
２
６
年
春
闘
・
夏
季
一
時
金
要

求
提
出
を
行
い
ま
し
た
。 

 

以
下
要
求 

 

セ
ガ
要
求 

・
基
準
内
賃
金
を
５
万
円
引
き
上
げ 

る
こ
と
。
査
定
し
な
い
こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
時
給
を
最
低
２
０
０
０
円
以

上
に
す
る
こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

派
遣
・
請
負
社
員
を
本
人
の
希
望

が
あ
れ
ば
正
社
員
に
す
る
こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

に
退
職
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
。 

・
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日
制
、

３
５
時
間
労
働
と
す
る
こ
と
。 

 

   

・
希
望
す
る
者
に
は
定
年
退
職
を
６

５
歳
ま
で
に
す
る
こ
と
。 

・
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有
期
契

約
社
員
の
給
与
を
、
定
年
時
の
月 

額
基
準
内
賃
金
の
８
０
％
で
算

定
し
支
給
す
る
こ
と
。
希
望
す
る

も
の
に
は
７
０
歳
ま
で
再
雇
用

す
る
こ
と
。 

・
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年
間
５

万
円
分
に
す
る
こ
と
。
ア
ル
バ
イ

ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
。 

・
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、
会
社

分
割
・
合
併
・
営
業
譲
渡
な
ど
企

業
組
織
の
変
更
、
子
会
社
の
設
立
、

海
外
へ
の
生
産
移
転
、
工
場
・
営

業
所
の
進
出
、
新
業
種
の
進
出
・

業
種
転
換
、
資
本
の
移
動
、
企
業

間
提
携
、
廃
業
、
企
業
倒
産
に
か

か
わ
る
私
的
・
法
的
手
続
き
の
申

立
・
実
行
、
そ
の
他
、
重
要
な
経

営
施
策
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
労

働
組
合
と
事
前
に
協
議
し
、
同
意

を
得
た
う
え
で
実
行
す
る
こ
と
。 

・
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に
つ
き
基

準
内
賃
金
の
２
ヶ
月
分
と
す
る 

こ
と
。 

・
家
族
手
当
を
配
偶
者
３
万
円
、
子

（
出
生
児
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
）

２
万
円
と
す
る
こ
と
。 

・
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
に
つ
い
て

診
断
書
代
の
実
費
を
会
社
負
担

と
す
る
こ
と
。 

・
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合
を
労
使

３
対
７
に
す
る
こ
と
。 

・
勤
続
３
ヶ
月
以
上
の
、
本
人
の
結

婚
祝
い
金
を
現
行
５
万
円
か
ら

１
０
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。 

・
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の
結
婚
休

暇
は
、
連
続
２
週
間
（
休
日
含
む
）

と
し
、
子
供
が
結
婚
す
る
と
き
は 

３
日
（
休
日
を
含
ま
ず
）
と
す
る

こ
と
。 

  

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

に
社
員
同
様
、
慶
弔
休
暇
を
付
与

す
る
こ
と
。 

・
家
賃
補
助
に
つ
い
て
家
賃
の
３

０
％
を
会
社
が
支
給
す
る
こ
と
。 

・
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機
や
早

退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、
正
規
、
非

正
規
に
か
か
わ
ら
ず
賃
金
を
１

０
０
％
保
証
す
る
こ
と 

   

夏
季
一
時
金 

２
０
２
６
年
夏
季
一
時
金
と
し
て
、

基
本
給
の
４
カ
月
分
を
支
給
す
る

こ
と
。
有
期
契
約
社
員
に
も
正
社
員

同
様
支
給
す
る
こ
と
。
た
だ
し
査
定

を
行
わ
な
い
こ
と
。
及
び
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業
員
に
も
、

夏
季
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。 

    

２
０
２
６
年
春
闘
・
夏
季
一
時
金
要
求
項
目 

  

 

 
 

  



Ｓ
Ｌ
Ｓ
要
求 

・
基
準
内
賃
金
を
５
万
円
引
き
上
げ 

る
こ
と
。
査
定
し
な
い
こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
時
給
を
最
低
２
０
０
０
円
以

上
に
す
る
こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

派
遣
・
請
負
社
員
を
本
人
の
希
望

が
あ
れ
ば
正
社
員
に
す
る
こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

に
退
職
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
。 

・
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日
制
、

３
５
時
間
労
働
と
す
る
こ
と
。 

・
希
望
す
る
者
に
は
定
年
退
職
を
６

５
歳
ま
で
に
す
る
こ
と
。 

・
昇
格
の
基
準
を
明
確
に
し
、
社
員

が
納
得
で
き
る
昇
格
制
度
に
す

る
こ
と
。 

・
人
事
制
度
に
お
い
て
評
価
給
が
テ

ー
ブ
ル
の
上
段
に
達
し
た
場
合
、

昇
格
試
験
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
。 

・
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有
期
契

約
社
員
の
給
与
を
、
定
年
時
の
月 

額
基
準
内
賃
金
の
８
０
％
で
算

定
し
支
給
す
る
こ
と
。
希
望
す
る

も
の
に
は
７
０
歳
ま
で
再
雇
用

す
る
こ
と
。 

 

・
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年
間
５

万
円
分
に
す
る
こ
と
。
ア
ル
バ
イ

ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
。 

・
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、
会
社

分
割
・
合
併
・
営
業
譲
渡
な
ど
企

業
組
織
の
変
更
、
子
会
社
の
設
立
、 

 

 
 

 
海
外
へ
の
生
産
移
転
、
工

場
・
営
業
所
の
進
出
、
新
業
種
の

進
出
・
業
種
転
換
、
資
本
の
移
動
、

企
業
間
提
携
、
廃
業
、
企
業
倒
産

に
か
か
わ
る
私
的
・
法
的
手
続
き

の
申
立
・
実
行
、
そ
の
他
、
重
要 

な
経
営
施
策
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
労
働
組
合
と
事
前
に
協
議
し
、

同
意
を
得
た
う
え
で
実
行
す
る

こ
と
。 

・
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に
つ
き
基

準
内
賃
金
の
２
ヶ
月
分
と
す
る 

こ
と
。 

・
家
族
手
当
を
配
偶
者
３
万
円
、
子

（
出
生
児
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
） 

 
 

 
 

２
万
円
と
す
る
こ
と
。 

・
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
を
、
一
般

従
業
員
に
も
現
行
１
０
日
か
ら

最
高
６
０
日
（
休
日
除
く
）
を 

与
え
る
こ
と
。
診
断
書
代
の
実
費

を
会
社
負
担
と
す
る
こ
と
。 

・
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合
を
労
使

３
対
７
に
す
る
こ
と
。 

・
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の
結
婚
休

暇
は
、
連
続
２
週
間
（
休
日
含
む
）

と
し
、
子
供
が
結
婚
す
る
と
き
は 

３
日
（
休
日
を
含
ま
ず
）
と
す
る

こ
と
。 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

に
社
員
同
様
、
慶
弔
休
暇
を
付
与

す
る
こ
と
。 

・
家
賃
補
助
に
つ
い
て
家
賃
の
３

０
％
を
会
社
が
支
給
す
る
こ
と
。 

・
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機
や
早

退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、
正
規
、
非

正
規
に
か
か
わ
ら
ず
賃
金
を
１

０
０
％
保
証
す
る
こ
と 

・
時
間
有
給
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

制
度
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
。 

・
矢
口
事
業
所
の
建
物
補
修
を
行
う

こ
と
。 

 

夏
季
一
時
金 

 

２
０
２
６
年
夏
季
一
時
金
と
し

て
、
賞
与
資
格
別
基
準
額
を
２
万
円

底
上
げ
し
、
係
数
４
．
０
を
支
給
す

る
こ
と
。
有
期
契
約
社
員
に
も
正
社

員
同
様
支
給
す
る
こ
と
。
た
だ
し
査

定
を
行
わ
な
い
こ
と
。
及
び
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業
員
に

も
、
夏
季
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。 



掌
編
小
説 

転 
移 

 
 
 
 
 
 
 
 

仙
洞
田
一
彦 

 

「
も
う
、
生
き
て
行
く
の
が
嫌
に

な
っ
た
」 

 

友
人
は
喫
茶
店
の
椅
子
に
腰
か

け
る
な
り
、
深
く
溜
息
を
つ
く
と

ボ
ソ
ッ
と
言
っ
た
。 

 

会
社
を
定
年
退
職
し
て
二
十
年

く
ら
い
経
つ
が
、
こ
の
間
何
回
か

会
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
前
に
会

っ
て
か
ら
五
、
六
年
は
経
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
年
齢
は
ほ
ぼ

同
じ
。 

 

東
と
西
に
離
れ
て
は
い
る
が
、

同
じ
街
に
住
ん
で
い
る
か
ら
、
こ

う
し
て
散
歩
し
て
い
る
と
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
す
る
と
、

ど
ち
ら
が
誘
う
こ
と
も
な
く
近
く

の
喫
茶
店
に
入
る
。
夜
な
ら
一
杯

飲
み
屋
だ
が
、
若
い
頃
と
違
っ
て

夜
は
出
歩
か
な
く
な
っ
た
。 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
カ

ッ
プ
を
持
っ
て
、
空
い
て
い
た
席

に
座
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

お
し
ゃ
べ
り
な
友
人
だ
か
ら
、
こ

ち
ら
が
会
話
の
ネ
タ
を
探
す
こ
と

も
な
い
。
聞
き
手
に
回
れ
ば
い
い

の
だ
。
友
人
は
話
を
続
け
た
。 

「
ガ
ン
が
転
移
し
た
ら
し
い
。
前

の
と
き
、
話
し
た
か
な
。
ガ
ン
に

な
っ
た
ん
だ
。
ど
う
や
ら
転
移
し

た
ら
し
い
。
明
日
の
精
密
検
査
で

分
か
る
」 

 

私
は
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う

な
、
な
い
よ
う
な
、
曖
昧
な
記
憶

だ
っ
た
。
こ
の
歳
に
な
る
と
目
の

前
の
友
人
だ
け
で
な
く
、
ガ
ン
に

か
か
っ
た
話
は
他
で
も
良
く
聞
く

か
ら
、
誰
が
ど
う
だ
か
憶
え
て
い

な
い
の
だ
。
私
は
ち
ょ
っ
と
首
を

傾
げ
た
。
友
人
は
背
は
高
く
は
な

い
が
、
が
っ
し
り
し
た
体
つ
き
で

柔
道
か
、
相
撲
を
や
っ
て
い
た
と

も
い
え
る
よ
う
な
体
つ
き
だ
っ
た
。

そ
う
思
っ
て
み
れ
ば
、
少
し
痩
せ

た
よ
う
に
見
え
る
。
声
に
も
元
気

が
な
い
。 

「
そ
れ
に
、
あ
の
選
挙
結
果
で
し

ょ
う
。
テ
レ
ビ
も
新
聞
も
見
た
く

な
い
。
人
間
て
の
は
、
な
ん
で
、
戦

争
を
し
た
が
る
の
か
ね
」 

 

先
週
の
選
挙
結
果
で
保
守
と
い

う
よ
り
好
戦
的
で
挑
発
的
な
色
合

い
が
、
私
で
も
危
機
を
感
じ
る
ほ

ど
強
く
な
っ
た
。 

 

友
人
と
は
か
つ
て
同
じ
労
働
組

合
で
活
動
し
て
い
た
。 

「
世
の
中
の
不
満
が
、
そ
ち
ら
に

誘
導
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
人
が

い
た
ね
。
不
満
は
解
決
し
な
い
の

に
ね
。
人
気
投
票
の
よ
う
に
雰
囲

気
で
、
票
が
押
し
流
さ
れ
た
の
か

な
あ
」 

 

私
が
言
っ
た
。
私
自
身
も
結
果

が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
米
は
上

が
る
、
何
は
上
が
る
。
上
が
ら
な

い
も
の
は
な
い
と
、
私
自
身
も
ス

ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い
て
実

感
し
て
い
た
。
か
つ
て
の
侵
略
戦

争
が
、
国
内
の
不
満
を
ば
ね
に
始

ま
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
読
ん
だ
よ

う
な
気
が
す
る
が
、
そ
れ
と
同
じ

状
況
な
の
か
と
も
思
っ
て
い
た
。 

「
医
療
費
だ
っ
て
上
が
る
し
、
ガ

ン
な
ん
か
や
っ
て
ら
れ
な
い
よ
。

ま
、
好
き
好
ん
で
ガ
ン
に
な
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
。
も
う
、

こ
の
世
と
早
く
お
さ
ら
ば
し
た
い

よ
」 友

人
は
言
っ
て
笑
っ
た
。
口
は

笑
い
で
開
い
て
い
た
が
、
表
情
は

崩
れ
て
い
な
か
っ
た
。
言
葉
が
言

葉
だ
っ
た
か
ら
、
さ
び
し
く
聞
こ

え
た
。
昔
、
集
会
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
す
る
と
き
、
隣
に
い
た

ら
耳
を
抑
え
た
く
な
る
ほ
ど
で
か



い
声
を
し
て
い
た
友
人
が
、
お
と

な
し
く
言
う
。 

あ
と
は
子
や
孫
の
話
で
、
一
時

間
ば
か
り
い
て
別
れ
た
。
帰
り
道

歩
き
な
が
ら
、
友
人
ら
し
く
な
い

と
思
っ
た
。
選
挙
の
結
果
に
、
ガ

ン
の
転
移
が
響
い
て
い
て
、
あ
ん

な
暗
い
話
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。 

七
十
年
代
の
終
り
か
八
十
年
代

の
終
り
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
い

や
も
っ
と
前
、
労
働
組
合
の
ビ
ラ

を
ガ
リ
版
刷
り
で
作
っ
て
い
た
の

だ
か
ら
七
十
年
代
半
ば
だ
っ
た
ろ

う
か
。
も
う
ガ
リ
版
刷
り
の
時
代

じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。 

過
去
の
こ
と
が
何
時
頃
な
の
か
。

実
際
は
出
来
事
が
違
う
時
に
起
こ

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
同

時
に
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
な
気
も

す
る
。 

私
が
会
社
の
食
堂
で
、
翌
朝
、

労
働
組
合
が
門
前
で
配
る
ビ
ラ
を

作
っ
て
い
た
。
組
合
事
務
所
が
な

か
っ
た
か
ら
、
会
社
の
食
堂
の
テ

ー
ブ
ル
を
使
っ
て
い
た
。
ビ
ラ
な

ど
の
作
成
作
業
に
、
そ
こ
を
使
う

こ
と
は
、
会
社
も
認
め
て
い
た
。 

寒
い
晩
で
、
五
十
人
く
ら
い
が

入
る
広
さ
の
食
堂
の
隅
に
あ
る
暖

房
機
が
音
を
立
て
て
い
た
。
音
が

で
か
い
だ
け
で
暖
ま
ら
な
い
。
そ

れ
で
も
二
月
の
夜
の
寒
さ
で
は
、

う
る
さ
い
と
切
っ
て
し
ま
う
わ
け

に
は
行
か
な
い
。
動
い
て
い
る
だ

け
ま
し
だ
っ
た
。
そ
こ
に
残
業
を

終
え
た
友
人
が
来
た
。 

私
の
前
の
ガ
リ
版
に
乗
っ
て
い

る
原
紙
を
覗
き
込
ん
で
言
っ
た
。 

「
何
だ
、
ま
だ
一
行
、
一
字
も
書

い
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」 

 

私
が
ガ
リ
を
切
っ
て
、
残
業
を

終
え
て
来
た
友
人
が
印
刷
を
す
る

手
は
ず
だ
っ
た
の
だ
。
友
人
が
来

た
と
き
に
は
、
印
刷
す
る
ば
か
り

に
な
っ
た
ガ
リ
版
が
仕
上
が
っ
て

い
る
は
ず
だ
っ
た
。 

「
あ
い
つ
の
事
、
ま
だ
考
え
て
い

る
の
か
」 

 

友
人
は
言
っ
た
。
私
は
頭
の
後

ろ
の
方
で
両
手
を
組
み
、
目
だ
け

友
人
の
方
に
向
け
て
、
ち
ょ
っ
と

肯
い
た
。 

「
考
え
た
っ
て
仕
方
な
い
じ
ゃ
な

い
か
。
俺
た
ち
は
前
へ
進
む
だ
け

だ
。
困
難
は
承
知
の
上
じ
ゃ
な
い

か
。
困
難
は
今
に
始
ま
っ
た
わ
け

じ
ゃ
な
い
。
ま
あ
、
な
、
組
合
三
役

の
一
員
だ
っ
た
か
ら
な
。
俺
も
ま

さ
か
脱
退
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
よ
。
し
か
も
春
闘
、
こ
れ
か
ら

っ
て
い
う
時
に
よ
」 

 
友
人
は
食
堂
に
響
く
声
で
言
っ

た
。
そ
し
て
、
私
の
腰
掛
け
て
い

る
椅
子
の
背
中
の
部
分
を
ド
ン
と

た
た
い
て
、
さ
ら
に
続
け
た
。 

「
ほ
れ
、
が
ん
ば
れ
。
負
け
る
な
」 

 

私
は
頭
の
後
ろ
の
手
を
ほ
ど
き
、

座
り
直
し
た
。
ガ
リ
版
の
鉄
筆
を

取
っ
て
原
紙
に
向
か
っ
た 

 
―
―

困
難
。
い
ま
さ
ら
何
だ
っ

て
言
う
ん
だ
よ
。
生
き
て
い
る
以

上
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

今
度
は
私
が
、
友
人
の
背
中
を
ド

ン
と
た
た
い
て
、
ど
や
し
つ
け
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

数
日
後
、
散
歩
し
て
い
た
ら
ど

こ
か
ら
か
で
か
い
声
が
し
た
。
声

の
す
る
方
を
見
る
と
、
片
側
三
車

線
の
道
路
の
向
こ
う
側
で
友
人
が

手
を
振
っ
て
い
た
。 

 

ア
レ
ッ
。
目
の
前
は
三
途
の
川

か
。
夢
か
。
ま
ぼ
ろ
し
か
。 

 

頬
を
つ
ね
っ
た
ら
痛
い
。
間
違

い
な
く
道
路
だ
。
私
も
手
を
挙
げ

て
振
っ
て
こ
た
え
た
。
で
か
い
声

が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
結

果
が
ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
の
か
な
。 


